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親族の意見書の記載例 

 

未成年後見人選任の手続では，未成年者の親族の方の御意見も参考にして，未成年者の未成年後見

人として誰が適任なのかを判断します。 

【例】 未成年者の親族である丁川松男さん（続柄：未成年者の祖父）が，未成年者丙山葉月さんの未

成年後見人として，候補者である丁川竹子さんがふさわしいとお考えになった場合は，以下のよ

うな記載になります。 

 

親 族 の 意 見 書 

 
１ 私は，未成年者（ 氏名： 丙山 葉月 ）の（ 続柄： 祖父   ）です。 

 
２ 未成年者の未成年後見人の選任に関する私の意見は以下のとおりです。 

 
     候補者（氏名：  丁川 竹子  ）が選任されることについて 

（候補者がいない場合には，家庭裁判所が選ぶ第三者が選任されることについて） 
※ 候補者氏名については申立人が記入してください。 

 
☑ 賛成である。 

 
□ 家庭裁判所の判断に委ねる。 
 
□ 反対である。又は意見がある。 

理由は次のとおりである。 ※ 書ききれない場合には別紙（A４サイズの用紙をご自 
分で準備してください。）を利用してください。 

                                                
                                                
                                                
                                                
 
 

令和 〇 年 〇 月 〇 日 
 

（〒〇〇〇－〇〇〇〇） 
 
住 所  〇〇県〇〇市〇〇町〇丁目〇番〇号                 
氏 名  丁川 松男        印  
平日（午前９時～午後５時）の連絡先：電話  〇〇〇 （〇〇〇〇） 〇〇〇〇  

                                （☑携帯 □自宅 □勤務先） 

  


